２７年度　社会福祉法人あぶくま福祉会
就労継続支援Ｂ型事業所　ほどはら授産所

事　業　計　画
１.　趣　旨
　　当法人の趣旨を重んじ、利用者の人権を尊重し、障がい者の特性を理解して、社会生活

　における自立支援を図っていく。また、質の高いサービス提供と豊かな日常生活ができるように地域福祉の向上に努める。

２.　目　的
　　　法人の基本的理念を踏まえ、地域の知的障がい者で一般就労が困難な者、日中活動の支援が必要な者に対し、就労への支援および社会生活に必要な生活支援の場として、障がい者の福祉的就労と社会的自立に向けた支援を行うことを目的とする。

３.　定　員
　　　利用者定員　３０名(平成２６年度３月１日現在　 ３６名)

　　　職員配置の状況

	管理者
	サービス管理責任者
	作業支援員

	生活支援員

	事務員兼務
	嘱託医

	１名
	１名
	４名（兼務２名）
	３名
	１名
	１名


４.基本理念
　　知的障害者の人権を擁護し、利用者の援助者としての役割を十分認識し、利用者主体のサービスに努める。

５.　支援の目標

　　　（１）心身ともに健康で、諸活動に積極的に参加しようとする意欲を高める。

（２）就労への支援を目指し、生活の自立に必要な生活習慣を身につけ作業能力の向上

　　　　　　に努める。

（３）自立的生活習慣の育成に努め、個性豊かな社会人となるように努める。

６.　支援のための心構え
（１）地域の福祉サービスの中核的機能を担うことを認識する。

（２）個別支援計画に基づく個々のニーズに応じた支援体制をとり、福祉サービスの質的向上に努め、利用者主体の支援を推進する。

（３）福祉施設の職員としての自覚と専門性を意識し、確固たる倫理観のもと、常に研鑽に励み使命感を持ってサービスの提供に努める。

７.　事業所(施設)運営計画
　 

　　（１）自立するための就労支援の充実を図り、自立的社会生活への援助をする。

（２）地域福祉の充実を目指し、地域のニーズに応じた事業展開に努める。

（３）豊かな生活へ向けて、高い収益と作業内容の見直し利用者の工賃向上を図る。

（４）個別支援計画の適正化を図る。

    （５）個々に応じたサービスの向上を図る。

８.　重点目標
（１）心身の健康　　　　　精神的安定と身体的健康の保持増進と安全の確保

（２）作業能力の向上　　　作業適性の開発・基本的作業能力の向上

（３）社会性の伸長　　　　家庭・職場・地域等での社会生活を営む上で必要なモラルやルール等の規範や生活習慣を通した人間性の資質の向上

（４）サービスの質的向上　利用者と共にあり、共に暮らすことをサービスの基本に置く

（５）研修活動の充実　　　福祉サービスへの職員の意識改革を図り、常に研修に励み資質の向上に努める。

（６）地域資源との連携　　関係機関との連携を図り、地域全体の福祉の向上に努める。

９.　具体的支援内容
（１）日常生活支援　　

日常における望ましい生活習慣を身につけ、社会生活への適応性を高めるように支援する。

（２）作業活動支援

　　　　生産的作業活動を通して、日中活動を展開し生活自立や基本的就労能力の向上を目指した就労支援を行い、社会生活を営むための基本的資質を向上させ授産事業の収益に努める。

（３）健康生活

　　　　健康に留意し、日常生活の場において自らの健康管理及び健康保持のための運動を行い自己の健康管理を徹底する。

（４）安全生活

　　　　安全管理を徹底し、作業活動及び生活全般において安全面への配慮及び施設設備の安全性を確保するとともに、災害に対する指導を行い常に身を守る習慣を身につける。

１０.　事業(生産活動)および日中活動計画
（１）目　標

　　　　ア.　社会的自立に必要な訓練を行うと共に、職業を与え自活することをねらいとして個々の適性を開発して就労支援活動の充実を目指す。

イ． 就労継続支援の日中活動の場として、労働の喜びを知り職業人としての基礎的能力を高める。

　　　ウ． 豊かな生活を目指し、ゆとりある生活習慣の形成と地域社会への参加能力を高める。

（２）作業の内容

　　　　ア． 紙器加工　

企業下請けによるダンボールの加工作業を中心に取り組み、作業の基礎的能力を高める。

　　　　イ． 農耕園芸

　　　　　　自主的製品生産として、ハウス及び圃場において農耕・花卉園芸栽培に取り組み、地域公共施設並びに地域への販売を通じて、作業能力を高める。

　　　　ウ.　簡易加工

　　　　　　企業下請けによる電子機器部品の分解・仕分作業並びに介護リース用品の洗浄作業に取り組み、就労の基礎を養う。

エ． 手工芸

　　　　　　企業下請けによる宿泊施設タオルの袋詰め作業を中心に、自主的製品生産として、刺し子製品及びその他手工芸品の作製・新商品開発を含めた活動を行い、作業能力を高める。

